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希少種保護の観点から、希少種の生息・生育箇所に関わる情報等は非公開としております。 

＜本資料に記載の項目＞ 

「今後の主な対話項目」（2024年2月5日 静岡県）抜粋 

Ⅱ 生物多様性編 
 
１ 沢の水生生物等への影響 

(2) 沢の上流域の水生生物等の生息状況の調査や、その結果を踏まえた重要種の確定と
指標種の選定 

(3) 必要な調査（季節毎の生物の生息・生育状況の把握など）の工事着手前の実施 
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１. 沢の上流域の水生生物等の生息状況の調査や、その結果を踏まえた重要

種1の確定と指標種2の選定について 
（１）沢の上流域調査3について 

・沢の水生生物等の生息状況の調査は、これまで全体 33の沢で可能な限り遡上し、作業

の安全性等を考慮した上で調査範囲を設定し、調査を実施してきました。 

・今回、静岡県から新たに上流域へのアクセスルートの情報提供があったため、より上

流域での調査を実施できる可能性のある沢を対象に上流域調査を実施することを考え

ています。 

・上流域調査の実施にあたり、まずは、令和７年度春季～夏季にかけて、上流域における

安全を確保したうえでの調査方法の検討のための事前の現地踏査を、静岡県同行の下、

実施しました。 

・本資料では、現地踏査の結果及び踏査の結果を踏まえた具体的な調査計画を示します。

沢の上流域調査では、可能な限り生息場別に分類して採集することで、予め整理した

生息場毎の生物の指標性を確認します。 

・今後、これまで実施している沢の下流域での調査結果に加え、上流域調査の結果を踏

まえ、各沢の重要種の確定と指標種の選定を行います。 

 

２. 事前の現地踏査の結果 
（１）事前の現地踏査の実績 

・事前の現地踏査の実績を表 １に示します。 

表 １ 事前の現地踏査の実績 

：水収支解析4の結果、流量減少が予測される沢 

  

                             
1 「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号）、「環境省第 4 次レッドリスト」（令和 2 年、環境省）、「まもりたい静岡

県の野生生物－県版レッドデータブック－動物編 2019、植物編 2020」（令和 2 年、静岡県）等の基準に該当するもの。 
2 底生動物：流速や水深の変化に敏感な流水中の表在性底生動物（底質に潜っておらず、岩や礫などの表面で生息が確認

される底生動物） 

高等植物：生育環境が河川水辺と関係のある種 
3 当社が継続して実施してきている既存の調査地点より上流側での調査 
4 上流域モデルによる解析結果。上流域モデルとは、国土交通省 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全）に

おいて、大井川上流域の沢の影響分析という目的のもと、新たに作成した GETFLOWSによる解析モデル。 

No 沢名称 事前踏査実績 No 沢名称 事前踏査実績

沢01 内無沢 済（7/17） 沢14 流沢 済（5/15）

沢02 魚無沢 済（7/2） 沢15 二軒小屋南西の沢 済（6/16、7/4）

沢03 瀬戸沢 済（7/9） 沢16 上スリバチ沢 済（5/16）

沢05 西小石沢 済（7/1） 沢17 スリバチ沢 済（R6年度）

沢07 蛇抜沢 済（6/5） 沢18 車屋沢 済（8/8）

沢09 悪沢 済（6/4） 沢21 大尻沢 済（6/17）

沢13 ジャガ沢 済（6/9） 沢29 蛇沢 済（6/20）

沢33
三伏沢（北俣・中俣
合 流 部付 近の 上流
域）

済（7/8）



 

２ 

 

（２）事前の現地踏査での具体的な確認項目 

①調査候補地までのアクセスルートの確認 

・各沢の調査候補地へのアクセスルートについて、安全性や調査の実現性を確認しました。 

・なお、各沢の調査候補地へ向かう道のりにおいて、希少動植物の情報が確認された場

合は、対応可能な範囲で確認種及び確認位置を記録しました。 

②調査候補地及び調査候補地周辺の環境条件の確認 

・後述する調査候補地の現地状況等を写真等で記録しました。また、魚眼レンズ等を用

いて沢の開空状況を確認しました（地面に魚眼レンズ等を取り付けたカメラを設置し、

1つの調査候補地につき数箇所で撮影し、撮影時の方角も記録）。 

・360°カメラ等を用いて沢の流況を把握するための景観写真を撮影しました（調査候補

地の範囲内全体を網羅的に撮影することを基本とし、現地での作業時間等から対応困

難な場合は 1つの調査候補地につき数カ所で撮影し、撮影時の方角も記録）。 

・湧き間5を見つけるため、沢沿いの水たまりや周辺の斜面から染み出てきた水が溜まってい

る箇所、調査候補地内における環境条件の異なる複数箇所等で、水温、ECを計測しました。 

※計測した結果、その他の箇所と比較し水温やECに差がある箇所は、湧き間の可能性がある。 

・各沢の調査候補地内で確認される淵の水深を可能な範囲で測定しました。 

③秋季に実施する本調査に向けた調査計画の検討 

・調査範囲の確認及び調査方法を検討しました。 

④その他特記事項 

・アカイシサンショウウオについて、これまで当該地域では確認されていないものの、

専門部会委員の意見を踏まえ、潜在的に生息している可能性がある種として、環境Ｄ

ＮＡ分析を実施するための採水を実施しました。採水箇所数は、1つの調査候補地あた

り 3 箇所で採水を基本としました。採水箇所は、各沢の調査候補地内のガレ場から水

が染み出している箇所もしくはその下流側で採水可能な箇所を基本としました。なお、

調査候補地内に当該箇所が確認されなかった場合は、調査候補地の範囲内で上流と下

流など環境条件の異なる箇所で採水することとしました。 

・タゴガエルについて、静岡県内の他の地域と遺伝的に異なる種が生息している可能性

があるため、専門部会委員の意見を踏まえ、鳴き声が聞こえた場合、可能な限り録音し

ました（聞こえたら録音開始する。録音した時刻も記録する）。 

 

（３）各沢の踏査結果 

・各沢の事前の現地踏査の結果を一覧に示します（表 ２）。 

・踏査結果の詳細については、本資料では、事前の現地踏査の結果を踏まえ、上流域調査

の方針として「①捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析による調査の両方を実

施」と判断した沢の中から、「沢 09 悪沢」を例に示します。 

・また、沢の上流域調査の方針として「方針③上流域の調査は実施不可」と判断した「沢

15 二軒小屋南西の沢」についても、踏査結果の詳細を示します。 

・その他の沢については資料１－２（資料編）に掲載します。なお、上流域調査の方針と

して「②環境ＤＮＡ分析による調査のみ実施」と判断した沢はありませんでした。 

                             
5 湧き間：湧き出し口 



 

 

 

表 ２ 事前踏査の結果一覧 

※湧き間を見つけるため、沢沿いの水たまりや周辺の斜面から染み出てきた水が溜まっている箇所、調査候補地内における環境条件

の異なる複数箇所等で、水温、ECを計測しました。事前の現地踏査は５月中旬～８月上旬にかけて順次実施したため、水温につい

ては採水日時の影響を受けている可能性があります。 
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標高
(m)

環境条件
開空率
(平均)

淵の
水深
(cm)

水温※

(℃)
EC※

(mS/m)

上流1(沢本流) 早瀬 9.9 5.0
上流2(沢支流) 小滝 6.9 2.6

上流3(沢本流)
斜面等から
の染み出し

8.5 2.6

上流4(沢支流) 小滝 11.5 5.6

上流1(沢本流)
斜面等から
の染み出し

9.2 6.2

上流2(沢本流)
斜面等から
の染み出し

9.6 5.8

上流3(沢本流) 淵 11.4 6.6
上流1(沢本流) 淵 11.6 5.0
上流2(沢支流) 小滝 26.5 4.9

上流3(沢支流)
斜面等から
の染み出し

22.6 6.1

上流4(沢支流)
斜面等から
の染み出し

6.5 4.6

上流5(沢本流) 淵 10.4 5.5

上流1(沢本流)
斜面等から
の染み出し

14.0 8.4

上流2(沢本流) 淵 13.1 8.0
上流3(沢本流) 淵 15.4 8.0
上流1(沢本流) 淵 5.8 6.5

上流2(沢本流)
斜面等から
の染み出し

6.1 6.9

上流3(沢本流) 淵 5.7 5.3

上流1(沢本流)
斜面等から
の染み出し

7.9 8.5

上流2(沢本流) 淵 8.4 7.7

上流1(沢本流) 小滝 12.6 17.6

上流2(沢支流) 淵 12.6 13.6

上流1(沢本流) 小滝 8.4 19.7
上流2(沢本流) 小滝 7.7 19.4

上流3(沢支流)
斜面等から
の染み出し

8.5 12.2

R7.6.16 15時台 上流1(沢本流)
斜面等から
の染み出し

14.0 8.4

上流2(沢本流) 淵 13.1 8.8
上流3(沢本流) 淵 15.4 8.8

上流1(沢本流) 小滝 8.5 32.0

上流2(沢本流) 小滝 8.7 37.0

上流3(沢本流) 小滝 8.7 39.0

上流1(沢本流) 淵 12.5 6.9

上流2(沢本流)
斜面等から
の染み出し

12.8 7.2

上流3(沢本流) 淵 13.4 7.1
上流1(沢本流) 淵 7.9 5.7
上流2(沢本流) 淵 8.3 5.8
上流3(沢本流) 淵 7.8 5.9
上流1(沢支流) 小滝 10.6 6.8

上流2(沢本流)
斜面等から
の染み出し

10.5 8.0

上流3(沢本流) 小滝 10.8 7.0

上流4(沢本流)
斜面等から
の染み出し

10.3 12.4

上流5(沢本流)
斜面等から
の染み出し

10.1 12.0

上流6(沢本流) 小滝 10.9 7.4
上流1(沢本流) 淵 16.1 3.8
上流2(沢支流) 小滝 15.4 3.1
上流3(沢支流) 小滝 16.3 3.4

上流4(沢支流)
斜面等から
の染み出し

15.8 3.4

上流5(沢支流)
斜面等から
の染み出し

15.4 3.0

道中で確認
された希少
動植物（指
標種含む）

採水箇所
※

沢01 内無沢 R7.7.17
9～11時
台

2,150

No 沢名称
踏査
日時

調査候補地周辺の環境条件
ｱｶｲｼｻﾝｼｮｳｳｵ
の環境ＤＮＡ

分析

ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ
の鳴き声

(調査候補地
付近)

沢02 魚無沢 R7.7.2
8～9時
台

2,100

主に小滝と早瀬が連続した構
造となっており、淵、斜面等
からの染み出しも確認された 18% 最大50

31% 40～50沢03 瀬戸沢 R7.7.9
10～12
時台

2,300

主に小滝と淵、平瀬が連続し
た構造となっており、斜面等
からの染み出しも確認された

小滝、淵を中心に、平瀬、斜
面等からの染み出しも確認さ
れた 30% 29～38

沢07 蛇抜沢 R7.6.5
7～9時
台

2,020

小滝、平瀬を中心に、淵、斜
面等からの染み出しも確認さ
れた

23% 19～39沢05
西小石
沢

R7.7.1
12～13
時台

2,000

沢09 悪沢 R7.6.4
10～12
時台

1,980

主に小滝及び淵が連続した構
造となっており、早瀬、斜面
等からの染み出しも確認され
た

54% 14、32

12% 最大50沢13
ジャガ
沢

R7.6.9
7～9時
台

1,600

主に小滝と早瀬が連続した構
造となっており、淵、斜面等
からの染み出しも確認された

主に小滝及び淵が連続した構
造となっており、一部に平
瀬、斜面等からの染み出しが
見られた

40% 22～29

沢15
二軒小
屋南西
の沢

1,490

主に小滝及び淵が連続した構
造となっており、斜面等から
の染み出しも確認された

23%

主に小滝と早瀬が連続した構
造となっており、淵、斜面等
からの染み出しも確認された

23%沢14 流沢 R7.5.15
14～16
時台

1,480

19～39
R7.7.4

12～13
時台

最大60

沢18 車屋沢 R7.8.8
13～14
時台

1,420

流量が少なく、踏査時は落ち
葉が深く堆積し、落ち葉の中
を部分的に伏流していた。主
に小滝が連続した構造となっ
ており、淵も確認された

9% 最大40沢16
上スリ
バチ沢

R7.5.16
7～9時
台

1,400

26% 12～19沢21 大尻沢 R7.6.17 7時台 1,400
主に小滝が連続した構造と
なっており、淵、斜面等から
の染み出しも確認された

主に小滝と早瀬が連続した構
造となっており、淵、斜面等
からの染み出しも確認された

23% 8～16

沢33 三伏沢 R7.7.8
11～14
時台

2,320

沢29 蛇沢 R7.6.20
9～11時
台

1,530

主に小滝と平瀬が連続した構
造となっており、早瀬、淵、
斜面等からの染み出しも確認
された 21% 50

主に小滝が連続した構造と
なっており、淵、斜面等から
の染み出しも確認された

13% 最大35
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ア． 沢 09 悪沢 

・踏査ルートを図 １～図 ２に、沢の流況を把握するための景観写真を図 ３～図 ４に、

開空状況の写真を図 ５および開空率を表 ３に、それぞれ示します。 

 

図 １ 踏査ルート（悪沢・全景） 

 

図 ２ 踏査ルート（悪沢・拡大）  
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地理院地図

上流域調査候補地
（標高約1,980m）

踏査ルート
上流域調査候補地

地理院地図

撮影箇所②
撮影箇所①

上流域調査候補地
（標高約1,980m）

踏査ルート
上流域調査候補地
撮影箇所

50m 100m 200m 300m
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図 ３ 景観写真（悪沢（撮影箇所①）） 

 

図 ４ 景観写真（悪沢（撮影箇所②）） 
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悪沢上流域 撮影箇所① 悪沢上流域 撮影箇所② 

図 ５ 開空状況の写真（悪沢） 

表 ３ 開空率（悪沢） 

沢 位置 撮影箇所 
開空率 

(%) 

悪沢 

上流域① 撮影箇所① 38.2 

上流域② 撮影箇所② 40.9 

 

・悪沢は、２箇所の平均で開空率は 40％でした。 
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・調査候補地付近は主に小滝及び淵が連続した構造となっており、一部に平瀬、斜面等か

らの染み出しも確認されました。踏査実施時には早瀬は確認できませんでした。淵の水

深は 22～29cmでした。 

・沢沿いの水たまりや周辺の斜面から染み出てきた水が溜まっている箇所など、調査候補地

内における環境条件の異なる複数箇所の水温、ECを計測しました。採水箇所を図 ６、水

質の結果を表 ４に示します。 

・ 

 

 

 

  
図 ６ 採水箇所（悪沢） 

表 ４ 水質（悪沢） 

採水箇所 水温（℃） EC（mS/m） 

上流 1(沢本流) 斜面等から

の染み出し 

7.9 8.5 

上流 2(沢本流) 淵 8.4 7.7 

 

  

地理院地図

上流域②

上流域①

上流域調査候補地
（標高約1,980m）

踏査ルート
上流域調査候補地
採水箇所

50m 100m 200m 300m
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表 ５  

 

 

図 ７  
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・ 

 

 

図 ８  

  



 

１０ 

イ． 沢 15 二軒小屋南西の沢 

・踏査ルートを図 ９に、沢の流況を把握するための景観写真を図 １０～図 １３に、開

空状況の写真を図 １４および開空率を表 ６に、それぞれ示します。 

 

図 ９ 踏査ルート（二軒小屋南西の沢） 

  

撮影箇所①

撮影箇所②

50m 100m 200m 300m

上流域調査候補地
（標高約1,490m）

踏査ルート
上流域調査候補地
撮影箇所



 

１１ 

 
図 １０ 景観写真（二軒小屋南西の沢（撮影箇所①）） 

 

図 １１ 景観写真（二軒小屋南西の沢（撮影箇所①）） 

上流方向 

下流方向 

Ｎ Ｗ 

上流方向 

下流方向 

Ｓ Ｗ 



 

１２ 

 

図 １２ 景観写真（二軒小屋南西の沢（撮影箇所②）） 

 
図 １３ 景観写真（二軒小屋南西の沢（撮影箇所②）） 

 

 

 

 

 

上流方向 

下流方向 

Ｗ Ｓ Ｎ 

上流方向 下流方向 

Ｎ Ｗ Ｅ 



 

１３ 

  

二軒小屋南西の沢上流域 撮影箇所① 二軒小屋南西の沢上流域 撮影箇所② 

図 １４ 開空状況の写真（二軒小屋南西の沢） 

表 ６ 開空率（二軒小屋南西の沢） 

沢 位置 撮影箇所 
開空率 

(%) 

二軒小屋南

西の沢 

上流域① 撮影箇所① 22.9 

上流域② 撮影箇所② 23.2 

 

・二軒小屋南西の沢は、２箇所の平均で開空率は 23％でした。 

 

 

・調査候補地付近は小滝及び淵が連続した構造となっており、斜面等から染み出しも確認

されました。踏査実施時には早瀬、平瀬は確認されませんでした。淵の水深は 19～39cm

でした。 

・沢沿いの水たまりや周辺の斜面から染み出てきた水が溜まっている箇所、調査候補地内に

おける環境条件の異なる複数箇所の水温、EC を計測しました。採水箇所を図 １５、水

質の結果を表 ７に示します。 

・ 

 

 

・ 

Ｅ Ｗ 

Ｎ 

Ｓ 

Ｅ Ｗ 

Ｎ 

Ｓ 



 

１４ 

 
図 １５ 採水箇所（二軒小屋南西の沢） 

表 ７ 水質（二軒小屋南西の沢） 

採水箇所 水温（℃） EC（mS/m）  

上流 1(沢本流) 
斜面等から

の染み出し 

14.0 8.4 

上流 2(沢本流) 淵 13.1 8.0 

上流 3(沢本流) 淵 15.4 8.0 

 

・ 

 

 

・二軒小屋南西の沢では、調査候補地の確認中に、沢への落石が発生しました。落石が斜

面を転がり落ちてくるのではなく、突然頭上から落下してきました。 

・周辺の地形を確認したところ、現地は両岸ともに急峻な崖に囲まれており、かつガレ

場が目立つ、常に崩れやすい地形であることが確認されました。 

・落石の予兆を捉えることが困難であり、これらの状況から、現地調査中の安全の確保

及び作業時間の確保が難しいと判断し、現地調査の方針としては、方針③「上流域の調

査は実施不可（現地踏査を行い調査の安全性等を検討した結果、捕獲を中心とした現

地調査と環境ＤＮＡ分析による調査がともに実施困難な場合）」としたいと考えており

ます。  

上流域②

上流域③
上流域①

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査候補地
採水箇所

上流域調査候補地
（標高約1,490m）
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３. 現地調査の計画 
（１）沢の上流域調査の方針 

・事前の現地踏査の結果を踏まえて、当該沢の上流域調査の方針を以下の①から③の順

に検討しました。 

 

≪上流域調査の方針≫ 

方針① ：捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析による調査の両方を実施 

（現地踏査を行い調査の安全性等を検討した結果、捕獲を中心とした現地調

査と環境ＤＮＡ分析による調査の両方を実施可能な場合） 

方針② ：環境ＤＮＡ分析による調査のみ実施 

（現地踏査を行い調査の安全性等を検討した結果、捕獲を中心とした現地調

査の実施が困難であり、環境ＤＮＡ分析による調査のみ実施可能な場合） 

方針③ ：上流域の調査は実施不可 

（現地踏査を行い調査の安全性等を検討した結果、捕獲を中心とした現地調

査と環境ＤＮＡ分析による調査がともに実施困難な場合） 

 

・沢の上流域調査の方針を検討、決定するにあたっては、以下の２つの安全性を考慮し

ました。 

ア．移動中および調査地点における落石等の地質リスクに対する安全性 

イ．移動中および調査中における天候急変等のリスクに対する安全性 

（計画段階において、山中で２泊３日以上の宿泊となる行程を危険と判断する） 
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・各沢の上流域調査の方針（案）を、表 ８に示します。 

・検討の結果、１５の沢のうち、１１の沢は「方針① 捕獲を中心とした現地調査と環境

ＤＮＡ分析による調査の両方を実施」することとし、４つの沢では「方針③：上流域の

調査は実施不可」と判断しました。 

・上記の結果、解析上、流量減少が予測される８つの沢については、二軒小屋南西の沢を

除く７つの沢で上流域調査を実施します。また、沢の類型化6において、この７つの沢と

同類型に含まれる、解析上、流量減少が予測されない４つの沢についても、同様に方針

①で沢の上流域調査を実施します。 

 

・なお、環境ＤＮＡ分析の結果、１沢の上流域にて、アカイシサンショウウオのＤＮＡが

検出されたため、今後、周辺の沢を含めて捕獲調査を行います。 

表 ８ 各沢の上流域調査の方針（案） 

水収支解析（上流域モデル）の結果、流量減少が予測される沢 

※下流域での調査についても各沢にて実施する予定ですが、沢 15二軒小屋南西の沢につ

いては、下流域においても環境ＤＮＡ分析のみを実施予定です。  

                             
6 ＰＣＡ（主成分分析）を用いた沢の地形と水環境による序列化とクラスター分析による沢の類型化の結果。詳細は資

料１－２（資料編）を参照。 

No 沢名称 沢の類型 対応方針

方針③
移動時間が長く、天候急変等のリスクに対する安全の確
保が難しい
方針③
移動時間が長く、天候急変等のリスクに対する安全の確
保が難しい
方針③
移動時間が長く、天候急変等のリスクに対する安全の確
保が難しい

沢05 西小石沢 Ａ－② 方針①

沢07 蛇抜沢 Ａ－② 方針①

沢09 悪沢 Ａ－① 方針①

沢13 ジャガ沢 Ｂ－① 方針①

沢14 流沢 Ｂ－② 方針①

方針③
事前の現地踏査時に、調査候補地において沢への落石が
発生しており、候補地における安全の確保が難しい

沢16 上スリバチ沢 Ｂ－② 方針①

沢17 スリバチ沢 Ｂ－① 方針①

沢18 車屋沢 Ｂ－① 方針①

沢21 大尻沢 Ｂ－② 方針①

沢29 蛇沢 Ｂ－① 方針①

沢33
三伏沢（北俣・中俣合
流部付近の上流の沢）

Ａ－① 方針①

沢03 瀬戸沢 Ａ－①

沢15 二軒小屋南西の沢 Ｂ－②

沢01 内無沢 Ａ－①

沢02 魚無沢 Ａ－②



 

１７ 

（２）沢の上流域調査の実施時期 

・沢の上流域調査の実施時期（案）について、表 ９に示します。 

 

表 ９ 沢の上流域調査の実施時期（案） 

 
水収支解析（上流域モデル）の結果、流量減少が予測される沢 

※現在調査会社等と調整中であり、実施時期は変更になる可能性があります。 

 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

沢05 西小石沢

沢07 蛇抜沢

沢09 悪沢

沢13 ジャガ沢

沢14 流沢

沢16 上スリバチ沢

沢17 スリバチ沢

沢18 車屋沢

沢21 大尻沢

沢29 蛇沢

沢33 三伏沢（北俣・中俣
合流部付近の上流域）

：沢の上流域調査の実施時期
：天候不順等を踏まえた予備日

調査地点
秋季

９月 １０月
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（３）各沢の調査計画（案） 

ア． 沢 05 西小石沢 

・事前の現地踏査の結果、西小石沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・西小石沢では、下流域の調査地点から標高差約 220mの 2,000m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 １６に、調査地点の例を図 １７に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 １０

に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 １１に、それぞれ示します。 

  

図 １６ 上流域調査位置図（西小石沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 １７ 上流域調査地点の例（西小石沢）  

100m 200m 400m 600m

地理院地図

上流域調査範囲
（標高約2,000m、

延長約100m、幅約10m）

踏査ルート
上流域調査範囲

  

  

  

 

調査候補地点(小滝) 調査候補地点(平瀬) 

調査候補地点(斜面等

からの染み出し) 

調査候補地点（小滝） 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 
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表 １０ 捕獲を中心とした現地調査の方法（西小石沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  

 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に早瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

表 １１ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（西小石沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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イ． 沢 07 蛇抜沢 

・事前の現地踏査の結果、蛇抜沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・蛇抜沢では、下流域の調査地点から標高差約 440m の 2,020m 付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 １８に、調査地点の例を図 １９に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 １２

に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 １３に、それぞれ示します。 

 

図 １８ 上流域調査位置図（蛇抜沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 １９ 上流域調査地点の例（蛇抜沢）  

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査範囲

上流域調査範囲
（標高約2,020m、

延長約100m、幅約10m）

  

  

   

調査候補地点（小滝） 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 
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表 １２ 捕獲を中心とした現地調査の方法（蛇抜沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  

 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に平瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

表 １３ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（蛇抜沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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ウ． 沢 09 悪沢 

・事前の現地踏査の結果、悪沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・悪沢では、下流域の調査地点から標高差約 461mの 1,980m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ２０に、調査地点の例を図 ２１に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 １４に、

環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 １５に、それぞれ示します。 

  
図 ２０ 上流域調査位置図（悪沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２１ 上流域調査地点の例（悪沢）  

地理院地図

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査範囲

上流域調査範囲
（標高約1,980m、

延長約100m、幅約10m）     

    

   

調査候補地点(小滝) 調査候補地点(平瀬) 

調査候補地点（小滝） 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

調査候補地点 

(斜面等からの染み出し） 

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 29cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

  

底生生物採集候補地点 

(滝の裏側) 

  底生生物採集 

候補地点 

(水衝部) 

  

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

  

調査候補地点（小滝） 
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表 １４ 捕獲を中心とした現地調査の方法（悪沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に早瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

表 １５ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（悪沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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エ． 沢 13 ジャガ沢 

・事前の現地踏査の結果、ジャガ沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・ジャガ沢では、下流域の調査地点から標高差約 100mの 1,600m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ２２に、調査地点の例を図 ２３に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 １６

に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 １７に、それぞれ示します。 

 

図 ２２ 上流域調査位置図（ジャガ沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２３ 上流域調査地点の例（ジャガ沢）  

支流流入地点

支流流入地点

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査範囲

地理院地図

上流域調査範囲
（標高約1,600m、

延長約100m、幅約10m）

  

  

 

 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 50cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 

底生生物採集候補地点 

(落葉落枝が溜まっている箇所) 

 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

底生生物採集候補地点 

(滝の裏側) 

 

調査候補地点(早瀬) 

底生生物採集候補地点 

(流水中の岩盤) 

 



 

２５ 

表 １６ 捕獲を中心とした現地調査の方法（ジャガ沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 
  

  

  

  

  

  

 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 
  

  
 

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に平瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

表 １７ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（ジャガ沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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オ． 沢 14 流沢 

・事前の現地踏査の結果、流沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・流沢では、下流域の調査地点から標高差約 80m の 1,480m 付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ２４に、調査地点の例を図 ２５に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 １８に、

環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 １９に、それぞれ示します。 

  

図 ２４ 上流域調査位置図（流沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２５ 上流域調査地点の例（流沢）  

地理院地図

50m 100m 200m 300m

上流域調査範囲
（標高約1,480m、

延長約100m、幅約10m）

踏査ルート
上流域調査範囲

 

  

  

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 60cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(滝の裏側) 

 

調査地点全景 

調査候補地点(小滝) 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

調査候補地点(小滝) 
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表 １８ 捕獲を中心とした現地調査の方法（流沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 
  

  

  

  

  

  

 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に平瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

表 １９ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（流沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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カ． 沢 16 上スリバチ沢 

・事前の現地踏査の結果、上スリバチ沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・上スリバチ沢では、下流域の調査地点から標高差約 32m の 1,400m 付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ２６に、調査地点の例を図 ２７に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 

２０に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ２１に、それぞれ示します。 

 

 
図 ２６ 上流域調査位置図（上スリバチ沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２７ 上流域調査地点の例（上スリバチ沢）  

地理院地図

上流域調査範囲
（標高約1,400m、

延長約100m、幅約10m）

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査範囲

  

  

 

 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 40cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 底生生物採集候補地点 

(落葉落枝が溜まっている箇所) 

 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

調査候補地点(小滝、淵) 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

底生生物採集候補地点 

(落葉落枝が溜まっている箇所) 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 
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表 ２０ 捕獲を中心とした現地調査の方法（上スリバチ沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬、平瀬、湧き間が確認されませんでした。現地調査

の実施時に早瀬、平瀬、湧き間が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間

を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

表 ２１ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（上スリバチ沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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キ． 沢 17 スリバチ沢 

・事前の現地踏査の結果、スリバチ沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・スリバチ沢では、下流域の調査地点から標高差約 160mの 1,520m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ２８に、調査地点の例を図 ２９に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 ２

２に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ２３に、それぞれ示します。 

 

図 ２８ 上流域調査位置図（スリバチ沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

図 ２９ 上流域調査地点の例（スリバチ沢） 

  

地理院地図

50m 100m 200m 300m

踏査ルート
上流域調査範囲

上流域調査候補地
（標高約1,520m）

調査地点全景（下流方向） 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

調査候補地点(小滝) 調査候補地点(小滝) 

調査候補地点(淵) 

底生生物採集候補地点 

（水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 

調査地点全景（上流方向） 

底生生物採集候補地点 

(落葉落枝が溜まっている箇所) 

 

調査候補地点(淵) 
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表 ２２ 捕獲を中心とした現地調査の方法（スリバチ沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 
  

  
 

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬、平瀬、湧き間が確認されませんでした。現地調査

の実施時に早瀬、平瀬、湧き間が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間

を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

表 ２３ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（スリバチ沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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ク． 沢 18 車屋沢 

・事前の現地踏査の結果、車屋沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・車屋沢では、現地踏査の状況を踏まえ、下流域の調査地点から標高差約 92m の 1,420m 付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ３０に、調査地点の例を図 ３１に、捕獲を中心とした

現地調査の方法を表 ２４に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ２５に、それぞれ示します。 

  

図 ３０ 上流域調査位置図（車屋沢） 

 

 

 

 

  

  

 

 

図 ３１ 上流域調査地点の例（車屋沢）  

50m 100m 200m 300m

地理院地図

踏査ルート
上流域調査範囲

上流域調査範囲
（標高約1,420m、

延長約100m、幅約10m）

調査地点全景（下流方向） 調査地点全景（上流方向） 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

調査候補地点(小滝) 
調査候補地点(斜面等

からの染み出し) 

調査候補地点(早瀬) 

底生生物採集候補地点 

(流水中の岩盤) 

 



 

３３ 

表 ２４ 捕獲を中心とした現地調査の方法（車屋沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時に平瀬

が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集します。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

表 ２５ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（車屋沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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ケ． 沢 21 大尻沢 

・事前の現地踏査の結果、大尻沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・大尻沢では、下流域の調査地点から標高差約 47mの 1,400m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ３２に、調査地点の例を図 ３３に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 ２６に、

環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ２７に、それぞれ示します。 

  

図 ３２ 上流域調査位置図（大尻沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３３ 上流域調査地点の例（大尻沢）  

50m 100m 200m 300m

地理院地図

上流域調査範囲
（標高約1,400m、

延長約100m、幅約10m）

踏査ルート
上流域調査範囲

  

  

 

 

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 19cm） 

 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 

底生生物採集候補地点 

(滝の裏側) 

 

調査候補地点(斜面等からの染み出し) 
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表 ２６ 捕獲を中心とした現地調査の方法（大尻沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬、平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時

に早瀬、平瀬が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集し

ます。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

表 ２７ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（大尻沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 
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コ． 沢 29 蛇沢 

・事前の現地踏査の結果、蛇沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・蛇沢では、下流域の調査地点から標高差約 262mの 1,530m付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ３４に、調査地点の例を図 ３５に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 ２８に、

環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ２９に、それぞれ示します。 

  

図 ３４ 上流域調査位置図（蛇沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３５ 上流域調査地点の例（蛇沢） 

50m 100m 200m 300m

地理院地図

上流域調査範囲
（標高約1,530m、

延長約100m、幅約10m）

踏査ルート
上流域調査範囲

  

  

  

調査地点全景（上流方向） 調査地点全景（下流方向） 

調査候補地点(淵) 

（最大深さ 35cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 

調査候補地点(小滝) 

底生生物採集候補地点 

(水衝部) 

 底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 
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表 ２８ 捕獲を中心とした現地調査の方法（蛇沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 

  

  

  

  

  

  
 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２事前の現地踏査実施時には早瀬、平瀬が確認されませんでした。現地調査の実施時

に早瀬、平瀬が確認された場合は、小滝、早瀬、平瀬、淵、湧き間を分類して採集し

ます。 

※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

表 ２９ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（蛇沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３８ 

サ． 沢 33 三伏沢（北俣・中俣合流部付近の上流域） 

・事前の現地踏査の結果、三伏沢は方針①とし、捕獲を中心とした現地調査と環境ＤＮＡ分析を実施します。 

・三伏沢では、下流域の調査地点から標高差約 572m の 2,300m 付近を上流域での調査地点とします。調査位置図を図 ３６に、調査地点の例を図 ３７に、捕獲を中心とした現地調査の方法を表 ３０

に、環境ＤＮＡ分析による調査の方法を表 ３１に、それぞれ示します。 

  
図 ３６ 上流域調査位置図（三伏沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３７ 上流域調査地点の例（三伏沢）  

上流域調査範囲
（標高約2,320m、

延長約100m、幅約10m）

踏査ルート
上流域調査範囲

  

  

底生生物採集 

候補地点 

(水衝部) 

 

底生生物採集候補地点 

(側面の滴り) 

 
底生生物採集候補地点 

(滝の裏側) 

 

調査候補地点(小滝) 
調査候補地点(淵) 

（最大深さ 50cm） 

 

底生生物採集候補地点 

(流れが滞留している箇所) 

 

調査候補地点(早瀬) 調査候補地点(平瀬) 
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表 ３０ 捕獲を中心とした現地調査の方法（三伏沢・上流域） 

調査項目 調査方法 

捕
獲
等
調
査 

(

重
要
種(

案)
) 

魚類  

  

  

  

  

  

  

底生 

動物 

 
  

  

  

  

  

  

 

両生 

類 

 

  

 

 

 

 

 

高等 

植物 

 

   

 

捕
獲
等
調
査 

(

指
標
種) 

底生動物 

・調査範囲内の小滝、早瀬、平瀬、淵の数箇所、湧き間において※２、

タモ網等を用いて、任意に底生動物を採集 
※２小滝のうち「落ち口（層流）」、「滝の裏側」、「流水中の岩盤」、「水衝部（流れの強い

箇所）」、「滝側面の滴れ部」、淵のうち「岸際で流速が遅い箇所」、「落葉落枝に囲ま

れている箇所」について、可能な限り分類して採集します。 

高等植物 

・調査範囲内を任意に踏査し、確認された種の種名、個体数、確認位置

等を記録 

・調査範囲内の任意の１断面において、植生断面図を作成 

生
息
生
育
場 

環
境
調
査 

流況 

・調査を実施した瀬・淵の状況として、川幅、水深、流速※３を計測。 

・目視観察により、河川形態、湧き間の状況、伏流状況、ワンド・たま

りの状況、落葉落枝の状況、礫の状況、河床材料の状況を確認 
※３プロペラ式流速計等を用いた簡易な方法を可能な限り実施します。 

水温・ＥＣ  「水質汚濁に係る環境基準について」に定める測定方法に準拠 

 

 

 

 

 

 

表 ３１ 環境ＤＮＡ分析による調査の方法（三伏沢・上流域） 

調査 

項目 
調査方法 

魚類 

≪検出方法≫ 

網羅的解析法 

≪使用するプライマー≫ 

・魚類：ＭｉＦＩｓｈ－Ｕ 

・底生動物：ＭｔＩｎｓｅｃｔｓ－１６Ｓ 

・両生類：Ａｍｐｈ＿１６ｓ 

≪採水方法≫ 

容器による直接採水を考えている。具体的には、「環境ＤＮＡ分析技術を用いた調査手法の手引

き（淡水魚類・両生類）第１版」（2024年 5月、環境省自然環境局生物多様性センター）の P.39

～P.42を基本とする。 

≪採水場所≫ 

・採水は３箇所（流心、右岸、左岸）を基本とする。 

・伏流区間を通過することにより環境ＤＮＡが濾されてしまう可能性があるため、崖錐堆積物

等により局所的に伏流している箇所のすぐ下流は避けるようにする。 

≪採水するタイミング≫ 

降雨の影響によって、環境ＤＮＡ分析により検出される種の結果が異なる可能性があるため、可

能な限り、降雨時やその直後を避けるようにする。 

底生 

動物 

両生類 

 

≪検出方法≫ 

種特異的検出法 

≪採水方法・採水場所・採水するタイミング≫ 

網羅的解析法と同様 

 



 

 

（４）沢の上流域調査の検討結果のまとめと今後の方針 

・本資料でお示しした、事前の現地踏査の結果、上流域調査の方針及び具体的な調査計画について、調査後の同定作業の予定も含めて一

覧にまとめ、表 ３２に示します。 

・調査完了後、上流域調査の結果に加えて、これまで実施している沢の下流域での調査結果を踏まえ、流量減少の予測される各沢におけ

る重要種の確定と指標種の選定を行います。また、これらの結果については、今後、代償措置の検討やモニタリングに活用します。 

表 ３２ 沢の上流域調査の検討結果一覧 

 

※調査完了時期は天候不順等を踏まえた予備日を含みます。 

※調査完了時期及び同定完了時期については、天候や調査結果により、変更になる可能性があります。
7

                             
7 ＰＣＡ（主成分分析）を用いた沢の地形と水環境による序列化とクラスター分析による沢の類型化の結果。詳細は資料１－２（資料編）を参照。 

標高
流路
勾配

最低
水温

伏流区
間割合

最低
流量

1 内無沢 無 －
安全上
不可

－ －

3 瀬戸沢 無 －
安全上
不可

－ －

9 悪沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11
33 三伏沢 無 モニタリング 実施 R7.10 R8.1

2 魚無沢 無 －
安全上
不可

－ －

5 西小石沢 無 モニタリング 実施 R7.10 R8.1

7 蛇抜沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11

13 ジャガ沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11

17 スリバチ沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11
18 車屋沢 無 モニタリング 実施 R7.10 R8.1
29 蛇沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11

14 流沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11

15 二軒小屋南西の沢 有 －
安全上
不可

－ －

16 上スリバチ沢 有 代償措置・モニタリング 実施 R7.10 R7.11

21 大尻沢 無 モニタリング 実施 R7.10 R8.1

Ｂ② 中
急

(Ｂの中では
より急)

高
(Ｂの中では
より高)

高
(Ｂの中では
より高)

少
(Ｂの中では
より少)

Ｂ① 中
急

(Ｂの中では
より緩)

高
(Ｂの中では
より低)

高
(Ｂの中では
より低)

少
(Ｂの中では
より多)

中
(Ａの中では
より低)

中
(Ａの中では
より多)

Ａ② 高
中

(Ａの中では
より急)

中
中

(Ａの中では
より高)

中
(Ａの中では
より少)

同定
完了
(見込)

沢の

類型7

Ａ① 高
中

(Ａの中では
より緩)

中

No 沢
流量
減少の
予測

調査結果の
活用方法

上流域
調査の
実施

調査
完了
(見込)

４
０
 



 

 

 


